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１．はじめに

　現在、学習指導要領の改訂に向かい、教育

の新しい方向が明らかになりつつある。特に

どの教科においても「アクティブ・ラーニング」

の実現に向けた様々な取組が示されている。

　教育現場においても実践への道筋が構想さ

れ、新しい枠組みが模索されている。

　しかし「新しい学力観」という言葉が使わ

れはじめて以来、「アクティブ・ラーニング」

の学びに繋がる指導理念の根幹は変わってい

ない。それは、「何を教えるのか」ではなく

「何のために教えるのか」という指導観である。

この指導観に基づく、目的を明確にした指導

により、学習者 ( 学習者＝子供 )に「どんな

力をつけるのか」という「資質・能力の育成」

が問われている。

　そのために必要なことは、学習者自身が自

ら課題をつかみ、目的を明確にしながら学び

進める学習過程の確立であると考える。

　そこで本研究においては、学習構造を学習

過程にそって「学習への動機づけ」と「学び

の姿」からとらえ、初等教育国語科の実践を

通した、主体的に学び進めるためのプロセス

を追究する。

２．主体的な学びと学習意欲

　さて、初等教育の現場における国語科指導

の課題は何か。私のこれまでの実践から振り

返ってみる。

　私自身は、かねてより「学習者主体の楽し

く力のつく授業とはどのようなものか」を問

いながら、実践を重ねてきた。実践の多くは

小学生児童を対象としたものである。

　その経験から、主体的な学びを進めるため

のけん引力は、学習意欲であるととらえてい

る。学習意欲については、数年来実施されて

いる全国学力・学習状況調査の結果の考察で、

学力との相関があることが示されている。

　以上から主体的な学びを進めるためには、

学習意欲の喚起と持続が必要であり、各過程

でどのように学習への動機づけをするのかが、

重要であることがわかった。

主体的な学びを形成するプロセスの追究

− 1 −



３．学習過程における学習の動機づけ

　次頁の ︻図１主体的に学び進める学習構造︼

において、学習過程に沿って適切な学習への

動機づけによる主体的な学びの姿を図示した。

　ア～キまでに、各学習過程における学習の

動機づけを示している。（具体的な内容は、実

践例の単元における指導で示す。）概略的に述

べる。

　まず、生活に生きる単元づくりをする。「学

びの成果は社会のニーズ」は単元構想の基本

となる。実践単元では複数の教材を重ね読み

し、表現課題をもち、表現し、伝えることを

ゴールとした学びを構成している。一人一人

の学習者が個々の学習方法で読み進めさらに

表現することで「私の読み」の確立を目指した。

ここで述べる ｢私の読み｣ とは、一人一人の

中に対象となる作品の価値が見いだされ、自

分なりの言語感覚を作り、それら一連の活動

を通して感性が磨かれることだととらえる。

　次に各過程でつけるべき資質・能力をとら

えた個や集団への支援が重要となる。国語教

室として、どの学習者へ対しても個々の学習

が進められるよう支援することは容易ではな

い。そこで表現課題をもち適切な支援を受け

ながら自ら考え進めるこの学習は、学力を保

障しつつ個々の生き方にもつながる重要な学

習経験と言える。

４．表現課題設定による読み深め

　―実践―

【第 6学年　思考を深め広げる二教材一単元の

重ね読みの実践より】

《単元名》

　　戦争と平和、今ぼく私が考えること

《学習材》　

　　「川とノリオ」

　　  教育出版　ひろがる言葉小学国語 6上

　　「ヒロシマのうた」

　　  東京書籍　新編新しい国語六

（１）　基礎・基本－つけたい言葉の力

①　描写や表現の工夫をおさえて、人物の言

動、気持ちの変化をとらえる。

②　物語の発端から最後までの展開をとらえ、

終末の意味を考える。

③　作品を通して得た作品観（価値）につい

て考える。

以上をふまえた表現課題につながる言語活動例

＊きめられた文字数の中で自分の考えを書

く（要約力－表現）

＊作品観をもとに、自分のテーマで物語を

書く（創作活動－表現）←書評をつける

＊自分の選んだ作品のリーフレットを創る

（読書案内－読み）

　

（２）表現課題設定の意図

　文学教材を味わうための工夫として、まず、

読むことへの意欲を喚起することと、読み深

めるための工夫として、二教材一単元の構成

をする。教材は、学習者の興味・関心を生か

し学んだことが次の学習に生きるものを選ぶ。

さらに「私の読み」を創る観点から、表現課

題を設定し、学習活動を選択しながら自分な

りに表現する発展学習を工夫する。また、表

現した作品は、学習者が創る学習者のための

学習材として活用することができる。︻図 1　
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主体的に学び進める学習構造︼ における〈学

習への動機づけ〉ア～キの具体的な手立ては

次のようになる。

ア．意図的な体験

・ 他教科での学習経験や豊かな体験活動

イ．学習材の工夫

・ 二教材一単元による単元構成の工夫

ウ．学習環境の工夫

・掲示資料（学び方を習得し自力で学び進め

るための既習学習まとめ表、表現課題設定

の手引き拡大表、学びの視点、初発の感想

のまとめ表等）

・ 図書コーナー、モデル作品の提示

エ．学習方法の理解、選択

・ 学習シートの工夫

・ コース別学習への支援

オ．学習形態の工夫

・ 個、小集団、全体等

・ メディア機器等の活用

カ．交流活動の工夫

・ 学びを共有する表現活動（発表）

・ よさに気付き、学び方を広げる話し合い活動

キ．自己表現の工夫・自己評価の工夫

・ 振り返り表

・ 成長エントリー

・ 相互評価、専門家によるアドバイス等

（３）単元の趣旨

　　「戦争と平和」この重く深いテーマを、国

語科の学習としてどのようにとらえ取り組む

のか、それは、教師一人の教材選択のセンス

と価値観にかかっている。ここでは、教科書

の教材として取り上げられている「川とノリ

オ」「ヒロシマのうた」を中心とし、それぞれ

の作品の読みを深めるとともに、一人一人が

表現課題を持ち主体的に読み進め、自分なり

の読みの価値を創ることをねらいとする。こ

こで一人一人が言語活動を通して創り上げた

個々の価値観は、これからの学習者自身の生

き方にも通じるものとなる。

　　以上のことから、

【本単元の目標】

　○進んでテーマに関連する作品を読み、そ

の価値について伝えようとする。

　○読みの視点を生かし、書き換えや創作を

行おうとする。

　○目的に応じて内容や主題をとらえ、二教

材を重ね読むことができる。

　○目的や意図に応じて考えたことなどを文

章全体の構成などの効果を考えてオリジ

ナル物語を書くことができる。

　○本や文章を読んで、考えたことを発表し

合い、自分の考えを広げたり深めたりす

ることができる。

　○書いたものを発表しあい、表現の仕方に

着目して助言しあうことができる。

（発展　作品の良さを多くの人に伝えるた

めの文章を書くことができる。）

【評価基準】

　　＜国語への関心・意欲・態度＞

・進んで戦争と平和に関する読書をしようと

している

・目的・意図に応じて効果的な文章を書こう

としている

　　＜読む能力・書く能力＞

・登場人物の気持ちや生き方をとらえ、優れ
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た叙述を味わい作品の価値を考える

・読みを生かし、自分の考えを伝えるために

構成、表現等を工夫し作品を書く

　　＜伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項＞

・文や文章にはいろいろな構成があることを

理解する

・  比喩や反復などの表現の工夫に気付く

・  人称表記による作風の違いを味わい生かす

（４）単元の計画（16時間扱い）

一次・・・学習の計画を立てる（課題意識を

醸成する）・・・２時間

　・読み聞かせや関連図書の紹介

　・読書・学習経験の想起

・各自の学習問題作りと課題設定（初発の

感想から読み・書きの視点＊をまとめる）

二次・・・二作品を読み深める。・・・7時間

①　好きなところ、気になるところ（疑問）、

考えたいところを見つけて読む。（選んだ

わけを考える）一人学習２時間、交流３

時間（グループ１、全体２）

　以下（川）（ヒ）の略は、教材名を示す。

　（川）－川とノリオ

　（ヒ）－ヒロシマのうた

　話の展開（ストーリーの面白さ）

〔例〕　（川）（ヒ）場面わけをしてストーリー

を短くまとめる。

　　　　　　　　 戦争の悲惨さを読みとく。

　登場人物の相互関係

︹例〕　（川）ノリオと川の深い関係

（川）（ヒ）「大造じいさんとガン」など

では、残雪とじいさんの関係やハヤブ

サと残雪やおとりのガンとの相互関係

が話題となるが、この 2作品では話の

展開をつかむことと関連して人物の相

互関係図づくりなどがあげられる。

　心情の変化

〔例〕　（川）ノリオの気持ち、じいちゃんの気

持ち⇒悲しみの深さ

（ヒ）ヒロ子の気持ち、わたしの気持ち、

お母さんの気持ち⇒悲しみと、強さ

　場面描写の巧みさ

〔例〕　（川）川の表現とノリオの気持ち－巧み

な描写

　　　（ヒ）リアルな表現と戦争の恐ろしさ

　　　　　  －倒置

　作者・作品

＊国語科における言語活動の充実とは
「言語活動を通して指導事項を指導する」
ことである。本単元では表現課題設定に
よる読みそのものが単元を通した言語活
動ととらえる。（図 1 ア、イ、ウ関連）

＊物語を読む視点＊を、明確にする。生
涯にわたり読書生活を豊かにし国語力
（特に、読む、書く力）をつける基礎と
なる。ここでの視点＊とは、《話の展開、
人物、表現・叙述、作者・作品、文体・ジャ
ンルなど》があげられる。（図 1 エ関連）

＊一人一人の問題意識は生かしながら、
追究するテーマ、活動は、グルーピング
する。複数の人数で構成することで、交
流による深め合いを期待する。（図 1 カ
関連）
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〔例〕　（川）戦争の中にあるもの、伝えたいこと

　　　（ヒ）題名の「うた」ということの意味

　　　　　  作風への好み

　二作品の読み比べ

〔例〕　似ているところや違うところを比べて

作品の特徴をつかむ。

・文中表記が両方とも「ヒロシマ」で

カタカナ表記である。

・展開が、「川と～」原爆投下前からと

「ヒロシマの～」は投下してから始

まっている。

②　二つの作品について作品の価値を考える。

（２時間）

三次・・・自分の考えを伝えるためにオリジナ

ル作品を創る（書く力をつける）。・・・７時間

・書くことの必要感を共通確認する

（下学年へのメッセージ、大人や社会への発

信、同学年、隣接学年への発信と交流など）

・オリジナル作品に対してその作品の価値を

まとめる（学習経験を活かす）

・学習を通して戦争と平和に対する自分の考

えをまとめる

発展・・・学校図書館特設コーナーへの参加

・作品の価値を自分自身の体験や読書経験を生

かしてまとめる活動を作品書評づくりにつ

なげる。広く学習の成果を伝えることで学

びが生活の中に生かされていくことになる。

（５）教材観・指導観

①　読みの視点をとらえた教材分析

　教材文「川とノリオ」「ヒロシマのうた」を、

主題、構成、表現、作者・作品の各視点から

教材分析すると右表１［川とノリオ、ヒロシマ

のうた教材分析 ］ のようになる。

【表現課題を作品作りにした場合】

・作品の書き換えあるいは創作を通して、

読みを深める。

　   （オリジナル作品「ぼくの～、わたしの～」）

・「戦争と平和」について、オリジナル作品

の作者としての意見を持つ。（書評）

（言語活動別案　「戦争や平和に関するお勧

めの本を選んで推薦文を書こう」あるいは、

「～作品の価値を伝えよう」）

【並行読書】

・戦争と平和に関する図書

（教材研究必読「戦争中の暮し」暮らしの

手帳）

・同一作者（いぬいとみこ、今西祐行）の

他作品

②　指導観

　「川とノリオ」「ヒロシマのうた」ともに作

者の思いがひしひしと伝わる作品である。

　「川とノリオ」では、初発で抱く学習者たち

の感想は「かわいそう」であるとか「戦争は

いけない」とかなど、ごく一般的である。そ

れらはノリオのおかれている状況を登場人物

の言動や情景描写を手掛かりに丁寧に読むこ

とによって、深めていくことができる。また、

豊かな表現によって綴られている川の描写か

ら、「川」の持つ意味について考えることも学

＊大切なことはここでつけたい力（書く）
は何か、そのための言語活動は適切か、学
習者にとって興味・関心を持てるか、必要
感はあるか、などのことがらである。この
学習活動を進めるために各種の学習シート
（略）を工夫した（図 1キ関連）（表 2参照）

研　究　紀　要　　　第 39号

− 6 −



習活動として価値がある。

　「ヒロシマのうた」では、原爆の悲劇が昭和

20年８月６日という歴史の中の一点だけにと

どまらず、生き残った人間一人一人の生活の

中に、そして心の中にも深く残されているこ

とを訴えている。ヒロ子や「わたし」の心情、

場面の情景描写や時の推移などを正しくとら

え、作品の意味や主題について自分なりの考

えが持てるようにしたい。

　学習者の学習歴として「戦争と平和」とい

うテーマで下学年から「かわいそうなぞう」

「ちいちゃんのかげおくり」「一つの花」「お母

さんの木」などの教材文の読みが挙げられる。

学習環境として「戦後〇〇年コーナー」など

特設のコーナーを設ける。特に夏休み前にきっ

かけづくりを意図的に行うとよい。8月 6日、

9日、15日などの夏休み中の報道記事なども

テーマと関連付けて集めるように示唆してお

くことが大切である。

　なお、二教材一単元で構成したことで、一

人一人の興味・関心を生かした学習者主体の

学習活動を期待するとともに、さらに、理解

と表現を関連させながら、読みを深め個々の

表現活動を通して、作品の価値をつかむ場を

意図的に構成した。また、多くの文学作品に

触れることは、日常生活における読書の幅を

広げるきっかけにもなる。

　一人一人の問題意識を大切にして、それぞ

れが問題解決を図るが、二教材を効率的に読

み考え深めるためにグループによる交流活動

を工夫する。

　表現課題設定による読みにおいて、学習過

程は大きく「読む」活動と「書く」活動に分

教材文 川とノリオ ヒロシマのうた

主題 人々の悲しみや怒

り・苦しみをすべて

含みながら未来へ

も流れ続ける川。ま

さしく時の流れと

人々の結びつきを

描き、時代に生きる

人々の深い思いを

伝えている。

原爆という悲劇が

人々に暗い影を落と

すが、その状況下で

も、くじけず明日を

信じて生きようとす

る人々の力強さと美

しさを伝えている。

構成 季節を表す小見出

しにより、場面の構

成が明白である。

挿絵により、「起承

転結」の４場面構成

も理解しやすい。

時を表す言葉を手

掛かりにすると、話

の展開をとらえるこ

とができる。

表現 会話表現はほとん

どないが、川の様

子を表す表現を味

わうことで、場面の

状況や人物の気持

ちを知ることがで

きる。

会話文や、ラジオ・

手紙が効果的に使

われている。１人称

「わたし」の淡 と々

した語りが、人物

の気持ちや場面の

状況を的確に伝え

ている。

作者作品 作者「いぬいとみこ」や「今西祐行」の作

品を読んだり「戦争」や「ヒロシマ」をめぐ

る作品を読んだりして、その作品に描かれ

ている人々の思いを探り、作者に対して考

えを深めたり、作品を味わったりできる。

共通点 主人公−幼くして両親と死別・たくましく生

きる。

作品−戦争によって運命を変えられた人

間を描く。

「ヒロシマ」への思い

相違点 文体−三人称

描写−抒情的・

常体文

一人称

リアル・敬体文

表１ ︻川とノリオ、ヒロシマのうた教材分析︼
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かれるが、本単元における「読む」活動では、

読みの視点から各自の学習課題を設定し、自

力学習および交流を通して読み深めるように

していく。

　「読む」活動では、読み深める中でどちらの

教材も、戦争と平和、その中で生きる家族愛

など共通する事柄がある一方で、「川とノリオ」

では詩的表現を味わうことに、「ヒロシマのう

た」では人物の心情を読み取ることにテーマ

との深いかかわりがあることに気づかせてい

きたい。それらを小学校６年生である学習者

たちがそれぞれの思いで受け止め、その状況

について、あるいは状況と人間のかかわりに

ついて考え深めていくことができる。戦争や

平和に対する個々の思いも確認されるであろ

う。さらに、表現活動を通して、学習者自身

が現在の状況とそこでのあり方、これからの

生き方についても目が向けられるような学習

活動を期待したい。

　「書く」活動では、「誰に何を伝えたいのか」

ということを活動の出発点とし、目的や意図

に応じた表現課題を選択する。言語活動とし

て、物語の書き換え、創作、脚本、続き話な

どのオリジナル作品づくりへとつなげていく。

このオリジナル作品作りは、読みを生かした

発信としての「書く」活動と位置づけ、読み

の視点を生かした創作活動へと導く。

　このような単元構成による表現課題設定の

読みは「書くこと」「読むこと」を、読まされ

ている読むから、読みたくなる読むへと、書

かされている書くから、書きたくなる書くへ

と、学びへ向う姿を変える。

　学習者たちは、オリジナル作品作りを通し

て、オリジナル作品の作者として、戦争や平

和への個の考えをもつことができる。そして、

ここで創り上げられた個々の価値観は、学び

の意味を考え価値づけ、これからの学習者自

身の生き方にも通じるものとなるであろう。

　単元を通して、自分の課題に対して自分で

学習を進めていくことになるので、個人差に

対する支援が必要になると考える。特に「読む」

活動では、二教材が並行して学習が進むので、

効率的に読みを深めるために、グループで考

えを交流する時間を確保し、個人→グループ

という流れで、学習を進めていきたい。「書く」

活動でも、学習シートの活用とペアでの読み

合い（自己評価と相互評価）の場を取り入れる。

　学びを深め進めるためには学習活動全体を

通して、一人一人の学習者のどこにつまずき

が存在するのかを十分に把握し、適切な支援

を行っていくことが重要であると考える。
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（６）実践授業

A　第一次の実践授業

  〈目標〉

〇教材文を読み、特に印象に残ったことや疑問などについて互いに交流し、学習の見通しを持つ。

〇読みの視点について考える。

  〈展開〉（１～２/16）＊学習活動の概略は下記学習指導案参照
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B　第三次の実践授業　
  〈目標〉

○自分の考えを伝えるために、書く視点に沿って構成や表現などを工夫し、オリジナル作品を
書くことができる。

〈学習活動〉「オリジナル作品づくりを通して、戦争の時代に生きた人々の思いを考えよう」（作品
の価値に対する交流活動）

　　○オリジナル作品を書く。
　　○ペアで読み合い、アドバイスし合う。
  〈展開〉（13/ 16）学習指導案省略
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５．主体的に学び進めるプロセスと表現課題

設定の読み

　表現課題設定による読みの学習は、従来の読

みの学習に書く活動を関連させ、学習のゴール

としての成果物（新聞、脚本、日記、短歌・俳

句など）を創ることで、意欲的な取り組みを期

待し、結果として個々の読み（前述「私の読

み」）を確立させるものである。

　実践例にあるように、学習者は作品の作者

とは違う視点で物語の書き換え、新聞や脚本、

日記や紙芝居、短歌や俳句など形に表現する

ことで、読みを深めていくことができる。

　本年度、本学の１－ Fクラスの 16名の学生

と表現課題設定による「四字熟語、故事成語・

ことわざ」を素材とした単元づくりを実践した。

実践の詳しい内容は省略するが、単元終了後の

アンケートに表現課題設定による読みの成果

と課題が述べられていた。学習者主体と学びの

かかわりに関する記載が多く興味深い。

　

　自由記述欄の結果は、以下のとおりである。

【学生アンケートより】h28.12.14実施

（１）表現課題設定による単元構成のよさのと

らえ

［目的が明確］

・目的を明確にしているので子供も教師も活

動がぶれない。

・ゴールのイメージが明確なのでそのプロセ

スがスムーズである。

・ゴールが明確なのでどうやってそのゴール

に向かっていくか段取りをつける勉強にな

る。

・自分が何のために何をすべきかがわかる。

・集中できる。

・テーマがあると何をすべきかがわかる。

・終わりが明確に見えているので学習に取り

組む意欲を保つことができる。

［学びのスタイルが生きる］

・一人一人の課題意識をとらえることができ

る。

［言語活動］

・活動自体が楽しい。

・進んで取り組める。

・言葉に親しみやすくなる。

・国語に苦手意識を持っている児童も学習に

入りやすい。

［成果物］

・成果物の形が明確なので積極的になる。

・意欲的に進めることができる。

・達成感がある。

・自分の財産になる

［相互交流 ︵評価 ︶］

・自信を持てる。

・他の学び方や表現のよさに気付く。

［学習者主体］

・学び手主体で考えを深める学習方法である。

・自分で表現方法を考えるので子供主体であ

る。

［その他］

・今後の学習に生かせる。

・能動的、そして協働的な学びはアクティブ・

ラーニングといえる。

（２）課題として考えられること

・表現が苦手な子供にとってはどうか。

・人には見せたくない場合もある。

・教師の指導力、対応力が必要。
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・幅広く深く切り込んでいける課題が必要。

・自問自答により一人で進めることの難しさ。

・作業時間の個人差。授業時間の確保。

・教師の支援、特に課題に応じた教材・教具

づくり。

・つけるべき力、目標を見失わないように。

・教師の教材づくり（モデル例）の工夫。特

に発達段階や学習指導要領のねらいと合致

させるという点で難しい。）

６．おわりに

　本研究から、主体的な学びを形成するため

の要素として「学び方」の理解、習得と「学

ぶ意欲」の喚起と持続が確認できる。

　「学び方」については、何を学んだかという

ことに加え、どのように学んだのか、どのよ

うに問題を解決したのか、その筋道が重要と

なる。

　「学ぶ意欲」については、図 1［主体的に学

び進める学習構造］で示したように、各過程

における学習への動機づけによる指導者の支

援が適切に行われることで、意欲の喚起と持

続は保障されることになる。

　加えて、既習経験を生かすために示した既

習単元の学習内容まとめ表、本単元の学習計

画表、自力学習を進めるための手引き等は有

効である。

　また、学習過程は指導者だけの思いで構想

されるのではなく、学習者の学習過程として

学習者自身が構想し習熟していくものでなけ

ればならない。そのためには、実践例で述べ

たように、基礎的な学力も必要となる。

　さらに、表現課題設定による読みは、既習

の学び方を生かしながら自力で進めることの

できる単元構想である。学習の動機づけも指

導者がプロセスごとの支援を工夫することで

意欲の喚起につながり主体的に学び進めるこ

とができる。

　本実践から課題として、実践単元の時間数

の確保と個々の基礎力の確立がある。今後検

証実践を広げ、課題解決の方向をつかむこと

が挙げられる。
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